
毎月第３土曜日に開催している「世界お茶のみ話」では、ゲスト
の母国の歴史・文化・国の現状や課題・その課題に対する考え方
や取り組み・つくば（日本）との関わりなどを紹介しています。

今回はワークショップ型の講演です。

国連UNHCR協会

Japan for UNHCR

6月15日（土）
14:00～16:00 *小休憩あり

コリドイオ３階
大会議室
定員80名

特定非営利活動法人国連UNHCR協会で
広報啓発事業を担当しております天沼耕
平と申します。紛争や迫害で故郷を追わ
れている人々が1億1千万人を超える人道
危機が世界中で拡大している今、世界中
の人々の連帯と共感の輪を広げていくこ
とが求められています。
参加者の皆さんに体験していただく「い
のちの持ち物けんさ」ワークショップを
通じて、難民問題を一人ひとりの自分事
と感じていただき、難民や国内避難民と
なった人々が、ただ避難し助けを求めて
いるだけの存在ではなく困難を乗り越え
ているということをとらえ、私たち一人
ひとりにできることを一緒に考える機会
になれば幸いです。今年はオリンピッ
ク・パラリンピックイヤーということも
あり、難民アスリートについてもお話し
します。ぜひお越しください。

講演者 
天沼 耕平 さん

氏名・人数・電話番号を
下記アドレスに

お送りください。
event@inter.or.jp

主催：つくば市国際交流協会 協力：国連UNHCR 協会、つくば市 問合せTEL：029-869-7675 

【同時開催】UNHCR難民アスリート写真展
6月8日(土)～23日(日) 9:00～22:00(市民センター開館時間内)
コリドイオ1階執務室裏側通路（吾妻1-10-1 つくばセンタービル内）
2024年パリ五輪目前！「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」に
出場した10名の難民アスリートの活躍やヒューマンストーリ―を収めた写真展を
開催します。

第82回

世界お茶のみ話
一杯のお茶から世界が見える
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